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き

らすまいとして、うそをついたり、万
まん

引
び
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とう

、恐
きょう

喝
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自
じ

分
ぶん

だけじゃなく、

人
ひと

に危
き

害
がい

を与
あた

えて大
おお

きな

迷
めい

惑
わく

をかけることも

あるんじゃ！

でもさ、個
こ

人
じん

の問
もん

題
だい

だろ。

俺
おれ

が楽
たの

しいんだから

いいじゃん。

お金
かね

なくなったら

買
か

えなくなるし、

止
や

めるんじゃないかな？

ダメ。

ゼッタイ
。


